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1. 本計画の目的
目黒川は、流域区内に存在する貴重な水辺であるとと

もに、春には川沿いの桜が咲きそろい国内でも有数の観

光名所となっている。

今や沿川住民や観光客に親しまれる存在の目黒川で

あるが、昭和 40 年代までは著しく水質が汚濁してい

た。しかし、下水道整備等の施策が行われ、当時よりも

水質は改善した。

ただし、現在もなお、潮の干満による河川水の停滞や

大雨時の合流式下水道からの流入によって、一時的な水

質の悪化がみられる。住民からは悪臭に関する多数の苦

情が寄せられているほか、河川の水が白濁化する現象

（図 1）が発生しており、これらの水質問題の防止・抑

制が大きな課題となっている。

こうした現状を踏まえて、目黒川を日常生活の中で

人々に潤いと安らぎをもたらし、沿川住民はもとより

広く住民や来訪者に親しまれる存在として再生するこ

とを目的として、「目黒川水質浄化対策計画」を策定す

る。そして、水質浄化を具体的に進めるため、計画的な整備及び効率的な管理を行っていく。

2. 目黒川の概要
目黒区の船入場より上流の自流区間は、比

較的勾配が大きいため流れが速く、水深も浅

い。

一方、船入場より下流は、潮汐の影響により

水位が変動し、京浜運河から塩水が遡上して

くる感潮区間である（図 2）。

また、図 3 に示すように、目黒区の太鼓橋

下流では水深が大きくなり河床の勾配がほと

んどないため停滞性が強く、ヘドロが堆積し

やすくなっている。

図 3 目黒川の河床縦断図

目黒川流域は、ほぼ全域に渡り合流式下水道が整備されている。そのため、強い雨が降った時は、大量の雨

水が下水道へ流れ込み、市街地を浸水から守るため、水再生センターで処理しきれない分の水が、下水道から

河川へ放流される「越流」（図 4 右）が生じる。

越流水は、有機汚濁物が混じった雨水である。特に、雨の降り始めのタイミングに流れ込む初期越流水は、

汚濁物の濃度が高いため、河川の水質へ悪影響を及ぼす。

図 4 雨天時における合流式下水道から河川への放流

3. これまでの取り組み
3.1 従来の水質浄化対策

目黒川でこれまでに実施・検討した水質浄化対策を表 1 に示す。

表 1 目黒川におけるこれまでに実施・検討されてきた水質浄化対策

水質浄化対策 実施期間 概要

河川内
対策

既存対策
（継続中）

再生水導水
平成 7 年度

～

下水再生水を導水し、臭気の原因と
なる底層水の水面への露出を抑制す
る。

河床整正・浚渫
(フーチング清掃)

定期的に
実施

河床に堆積したヘドロ化した有機汚
濁物を除去し、堆積しにくいように
整正することで、臭気を防ぐ。また、
流動を促進し、底層の嫌気化による
硫化物の発生を防ぐ。

対策実験
（実施済）

高濃度酸素溶解水
（目黒区・品川区で実験）

平成 21 年度
～

平成 23 年度

河川の底層に高濃度酸素溶解水を供
給し、嫌気状態を解消することで、
悪臭の原因となる硫化物の発生を防
ぐ。

底質改善材
（目黒区で実験）

平成 28 年度
～

平成 30 年度

底質に改善材を散布することで、底
層の状態を良好にし、硫化物の発生
を防ぐ。

海水導水
（品川区で検討）

平成 19 年度
海水を放流することによって停滞水
域における水交換を促進し、臭気を
改善する効果が期待される。

流域対策

雨水浸透
継続的に
拡充中

透水性舗装、浸透枡等の整備により、
雨水の下水道流入を抑制し、下水の
越流頻度を減らす。

下水道
対策

初期越流水の
貯留施設の整備

継続的に
拡充中

降雨初期の特に汚れた越流水を貯留
し、河川へ流出する汚濁負荷量を削
減する。

部分分流化
継続的に
拡充中

下水道を部分的に分流化し、河川へ
流出する越流水の量を抑制する。

吐口からの
流出抑制

平成 22 年度
完了

水面制御装置を設置し、吐口からの
ごみなどの流出を抑制する。
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平成 30 年 7 月 11 日干潮時

目黒新橋上流

※ 水面の緑色は植物プランクトンの

発生によるもの

図 2 目黒川の感潮区間

図 1 目黒川で発生した白濁化

越流
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3.2 水環境問題の発生メカニズム把握
平成 30 年度、特に問題が顕在化している悪臭と白濁化の発生メカニズムを把握するため、詳細な現地調査

を実施した。

(1) 目黒川干潮域の水質特性

目黒川では、特に太鼓橋周辺で悪臭が発生している※1。そこで、太鼓橋地点の深さによる水質の分布及

び表層、中間層、底層の 3 層の分析結果を図 5 に示す。

 表層付近は上流からの下水再生水の供給により、溶存酸素が多く塩分の低い淡水層を形成して

いる。一方、底層は下流から流入している海水の影響で塩分が高い貧酸素層を形成している。こ

のように、目黒川の感潮区間は二成層化している。

 中間層は濁度が他の層と比べて高く、見た目も濁っている高濁度層であった。この層が白濁化の

原因であると考えられる。

 底層の水には多くの硫化物が含まれており、臭気指数が 34 と高く※3、強い刺激臭（硫化水素

臭）を放つことから、悪臭の原因となることが推察された。

図 5 目黒川太鼓橋地点における水質調査結果（深さ方向の水質分布）

(2) 悪臭・白濁化の発生メカニズム

現地調査結果より把握した硫化水素に伴う悪臭・白濁化発生メカニズムを図 6 に示す。

 満潮時には無酸素化した底層水（図 6 左）が太鼓橋上流の浅水部に乗り上げ、干潮時に底層水が

水面に露出していたことが想定された（図 6 右）。このように悪臭の発生要因は、硫化物を多量

に含んだ底層水が、主に大潮の干潮時に表層へ露出することである。

 白濁化は、酸素が豊富な表層水と硫化物（H2S）を大量に含んだ底層水が混合したときに生じる

硫黄コロイド（S）であると考えられる。

図 6 目黒川で悪臭が発生する仕組み

4. 水質改善に向けた目標設定
4.1 本計画の位置付け

本計画の位置づけを図 7 に示す。

昭和４０年代以前、目黒川は高度経済成

長にともなう都市化により著しく汚濁して

いたが、昭和４０年代から６０年代にかけ

ての合流式下水道の整備等の様々な水質改

善の取り組みにより、平常時の水質は良好

になった。

しかし、降雨時に合流式下水道から初期

越流水が目黒川に流入すると、目黒川の底

層付近の酸素が欠乏し、硫化物等の悪臭物

質が生成されるようになった。そして、硫

化物が蓄積すると一時的に悪臭や白濁化が

発生する。さらに底層の嫌気化が進むと、

スカム※4 等が発生することがある。

本計画は、目黒川で発生している悪臭や

白濁化等の水環境問題の解消を目的とし

て定めるものである。

4.2 対象区間
目黒川における悪臭・白濁化の発生メカニズムを踏まえて、感潮区間（図 2 参照）の上流端である船入場

から、硫化水素が蓄積する市場橋までを対象区間とする。

4.3 本計画の目標
目黒川の水環境を改善していくため、達成すべき目標を表 2 のとおり設定した。

表 2 本計画の目標設定

問題 短期目標 中期目標 長期目標 設定根拠

悪臭

大気中硫化物濃度

0.2 ppm 以下

（達成率※550%）

大気中硫化物濃度

0.2 ppm 以下

（達成率 100%）

大気中硫化物濃度

0.06 ppm 以下

悪臭防止法の基準値に

基づき設定

白濁化 －

白濁化レベル

1 以下

表層硫黄濃度

0.25mg/L 以下

白濁化レベル

1 以下

表層硫黄濃度

0.25mg/L 以下

目黒区の調査結果に基づく

独自の設定基準

スカム －
（水面を占める割合）

1％以下

（水面を占める割合）

1％以下

目黒川と同様に水環境問題が

発生している都市河川である

大田区の呑川を参考に設定

水質

環境基準 D 類型

pH：6～8.5

BOD：8mg/L 以下

SS：100mg/L 以下

DO：2mg/L 以上

環境基準 D 類型 環境基準 D 類型

環境省の定めに基づき、目黒

川に設定されている水質基準

である。令和元年度現在でも

概ね達成している。

※1 平成 30 年度「硫化水素濃度連続調査」の結果より、太鼓橋地点で高濃度の大気中硫化水素が観測された。

※2 ＯＲＰ（酸化還元電位、Oxidation Reduction Potential）：水の酸化力及び還元力を表し、酸素が十分な環境下では高い値を示す。

ORP が低いと硫化物が発生しやすい。

※3 臭気指数：臭気濃度を対数表示化した値のこと。目黒区の排水基準は臭気指数 26 以下である。

底層で硫化物・

臭気が高い

硫化物

[mg/L]
臭気指数

表層 ＜0.5 1

中間層

（高濁度層）
＜0.5 1

底層 34 34
図 7 目黒川水質浄化対策計画の位置付け

※4 スカムとは、降雨時に下水道から越流した有機汚濁物が河床に堆積して嫌気性ガスを整正し、有機汚濁物が水面に

浮上したものを指す。

※5 目標の達成率の算定方法は P.3 にて述べる。

※3
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5. 対策内容
5.1 対策の役割分担

本計画で定めた目標を達成するため、以下の水質浄化対策及び関連対策を実施していく。

目黒川の水質浄化対策等を効率的に進めるためには、流域自治体や近隣住民、その他関係機関で協働

していく必要がある。

表 3 目黒川の水質浄化対策等及び役割分担

対 策 対策の区分 目 的 役割分担

河川内

対策

再生水導水 既存対策の継続 ・悪臭の低減 東京都下水道局、環境局

河床整正・浚渫

（フーチング洗浄を含む）

既存対策の継続 ・悪臭、スカム、白濁化の低減 目黒区、品川区、

東京都建設局

効果的な浚渫の実施 新規対策

高濃度酸素溶解水供給

施設の整備

新規対策 ・悪臭、スカム、白濁化の低減 目黒区

流域

対策

雨水浸透の拡大 既存対策の継続・拡大 ・悪臭、スカム、白濁化の低減 目黒区、品川区、世田谷

区

下水道

対策

初期越流水

貯留施設の

整備

新規対策 ・悪臭、スカム、白濁化の低減 東京都下水道局

（建設局、関係区と連

携）

部分分流化

の推進

既存対策の継続・拡大 ・悪臭、スカム、白濁化の低減 東京都下水道局

目黒区

その他

施策

情報発信
－

・取り組み状況の周知 目黒区、品川区、世田谷

区

水環境モニタリング
－

・水質状況、対策効果の把握 目黒区、品川区、

東京都環境局

対策の評価・見直し

－

・状況を反映した効率的な対策の

推進

目黒区、品川区、世田谷

区、東京都建設局、下水

道局、

環境局

意見聴取
－

・専門的知見を取り入れた効率的

な対策の推進

学識経験者

美化運動 － ・ゴミの削減 目黒区と住民

生き物調査 － ・生態系の状況把握 目黒区と住民

目黒区、品川区、世田谷区においては、目黒川環境整備促進流域三区連絡会においても、PDCA サイクルにて効果等の検

証を行っていく。

5.2 対策の評価・見直し
対策前後の水質状況から水質浄化対策による効

果を把握するため、対策を進めると同時に、定期的

な水環境モニタリングを実施する。

さらに、水環境モニタリングの結果を計画へフ

ィードバックするＰＤＣＡサイクル（図 8）によ

り、目黒川の水環境を順応的に管理していく。

今後、定期的に対策効果の評価・対策内容の見直

しを行い、効率的に水質浄化対策を進めることで、

目黒川のより良い水環境形成を目指す。

6. 数値シミュレーションによる効果の予測
流量・水位・気象・河床地形等のデータを入力することによって目黒川の水質状況を再現できる数値シミュ

レーション※6を用いて、水質浄化対策の実施による水質改善効果を予測し、各対策の評価を行った。

6.1 評価方法
令和元年度の観測において、特に悪臭や白濁化が顕著であった R01/5/21～R01/9/30（133 日間）を

対象に、数値シミュレーションを用いて対策による悪臭・白濁化の軽減効果を確認した。

現況（既存対策）に加えて、新規に実施する「ア．高濃度酸素溶解水供給施設の整備」、「イ．初期越流水

貯留施設の整備」及び「ウ．より効果的な浚渫の実施」を対象とし、検討を行った。

なお、評価指標としては、現況で目標値を超過した日数に対し、対策の実施により目標を達成するようにな

った日数の比（＝達成率とする。）を用いた。

達成率（%） =
目標値を超過した日数 現況 −目標値を超過した日数（対策後）

目標値を超過した日数（現況）

6.2 主な対策の実施順位と組み合わせ
水質予測のため数値シミュレーションは、悪臭・白濁化のうち、喫緊の課題である悪臭の低減と早期の目標達

成を優先して比較した。

(1) 各対策の単独での実施

「ア．高濃度酸素溶解水供給施設の整備」、「イ．初期越流水貯留施設の整備」、「ウ．効果的な浚渫の実

施」の 3 つの新規対策について、シミュレーション結果では、いずれの対策も単独で短期目標（達成率

50%）を達成することはできなかった。（達成率：ア．200m3/h で 48%、イ．全面運用で 38%、ウ．42%）

(2) 各対策の組み合わせ

各対策について、短期・中期に区分けして実施可能な分類を行うと、工事に伴う調査・調整や工期の関

係上、最短でも表 4 のとおりとなる。各対策について、組み合わせで数値シミュレーションを行った結果

は図 9 及び図 10 のとおりであった。

以上より、早期の目標達成を目指すため、次の対策を実施する。

【短期対策】

「ア．高濃度酸素溶解水供給

施設の整備」（太鼓橋付近 1 地

点 200m3/h）、「イ．初期越流

水貯留施設の整備※7」を実施す

ることにより、短期目標の大気

中硫化水素濃度 0.2ppm 以下

（達成率 50%）を達成する見

込みである。

【中期対策】

「ア．高濃度酸素溶解水供給

施設の整備」は 200m3/h で

稼働済みである。

よって、「イ．初期越流水貯

留施設の整備」、「ウ．効果的な

浚渫の実施」の両対策を実施することで、中期目標である大気中硫化水素濃度 0.2ppm 以下（達成率

100%）を達成する見込みである。なお、図 10 より、高濃度酸素溶解水のシミュレーション結果では

200m3/h でないと中期目標を達成できないことが確認された。

短期（概ね5年後） 中期（概ね10年後） 備考

ア．高濃度酸素溶解水
　　供給施設の整備

〇稼動可能 〇稼動可能 施設能力は200㎥/h

イ．初期越流水貯留施設
　　の整備

〇稼働可能 〇機能拡大 施設能力は139,000㎥

ウ．効果的な浚渫の実施 ×モニタリングが必要 〇実施可能 浚渫の範囲・手法等の変更

考え方

短期目標の大気中硫化水素濃

度0.2ppm以下（達成率
50%）は達成可能【図９】
　→採用

中期目標の大気中硫化水素
濃度0.2ppm以下（達成率
100%）は達成可能である
が、長期目標0.06ppmに
は更なる対策が必要【図

９】
　→採用

図 8 ＰＤＣＡサイクルのイメージ

※6 数値シミュレーションのモデルは呑川と同様の TITech-WARM を使用し、モデルの検証は調査結果を用い、

悪臭発生のタイミングや程度が概ね一致していることを確認した。

※7 流入負荷量のおよそ 50%削減を想定した。

表 4 主な対策の組合せと考え方
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【長期対策】

「ア．高濃度酸素溶解水供給施設の整備」、「イ．初期越流水貯留施設の整備」、「ウ．効果的な浚渫の実施」

いずれも行っているが、目標には達しないため、モニタリング結果に基づく追加対策を検討・実施する。

(3) 白濁化について

白濁化についても、前述の各対策を行うことで各目標（表層硫黄濃度 0.25mg/L 以下）について達成

する見込みである。

  

図 9 各対策の組み合わせ結果（悪臭）

7. 実施スケジュール

目黒川の水質浄化対策の実施スケジュールは、前項の数値シミュレーションの結果を踏まえて、表 5 の通

りとする。

表 5 各対策の実施スケジュール

8. 目黒川の将来ビジョン
本計画に位置付けた対策と悪臭軽減効果の達成率について、図 11 に示す。

継続事業は今後も続け、新規に高濃度酸素溶解水供給等の対策を実施することにより、短期目標・中期目

標・長期目標の達成を目指し、次のビジョンの実現を図る。今後、この将来ビジョンを実現するためには、

流域自治体や近隣住民、その他関係機関が協働して水質浄化対策を継続的に推進していく。

【短期ビジョン】悪臭が軽減された目黒川

概ね 5 年後の稼働を目指して、ア．高濃度酸素溶解水供給施設の整備を行う。

また、イ．初期越流水貯留施設の整備及び部分分流化の推進を実施する。

ウ．効果的な浚渫の実施については、検討に必要なデータを収集するためのモニタリングを定期的に行う。

以上の対策を実施することにより、概ね 5 年後に短期目標である大気中の硫化水素濃度 0.2ppm 以下を

50%達成し、「悪臭が軽減された目黒川」の実現を図る。

【中期ビジョン】悪臭・白濁化・スカムが大幅に軽減された目黒川

概ね 10 年以内にイ．初期越流水貯留施設の整備（機能拡大）を目指す。また、短期対策に引き続き部

分分流化の推進を実施する。

ウ．効果的な浚渫の実施については、短期（概ね 5 年以内）のモニタリング結果を踏まえて、実施範囲

や手法等の検討を行い実施する。

以上の対策を実施することにより、概ね 10 年後に中期目標である大気中の硫化水素濃度 0.2ppm 以下

を 100%達成し、「悪臭・白濁化・スカムが大幅に軽減された目黒川」の実現を図る。

【長期ビジョン】川辺で憩える親しみのある目黒川

概ね 10 年後までに継続して実施するモニタリング調査結果をもとに、これまでの対策について評価を行

う。その結果を基に計画を再検討し、実施することにより、長期目標である「川辺で憩える親しみのある目

黒川」の実現を図る。

図 11 目黒川の将来ビジョン
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Ⅱ 水質浄化対策とスケジュールについて

区分 水質浄化対策
上段：令和年度  下段：年数

P
D
C
A

河
川
内
対
策

ア．高濃度酸素溶解水供給施設の整備
   【新規対策】

Ⅰ 水質浄化目標と達成スケジュールについて
長期目標

大気中の硫化水素濃度「0.06ppm以下」
（達成率１００％）

        長期目標
      （１００％）

短期・中期目標
大気中の硫化水素濃度「0.2ppm以下」

（達成率１００％）
短期目標（概ね５年後）

（概ね５０％）
中期目標（概ね１０年後）

（１００％）

２００m3／ｈの施設稼働

効果的な浚渫の実施に向けたモニタリング
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悪臭が軽減された目黒川 悪臭・白濁化・スカムが大幅に軽減さ
れた目黒川

川辺で憩える親しみのある目黒川

毎年実施
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継続

短期
（5 年後）

中期
（10 年後）

長期現況

大気中硫化物

濃度（ppm）

（継続事業）

59%

88%

100%

1.55ppm 1.22ppm

0.20ppm
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

貯
留
施
設

貯
留
施
設

貯
留
施
設

大
気
中
硫
化
水
素
濃
度
[p
pm

]

達
成
率
[%

]

短期・中期目標

最大値
（右軸）

中期目標 0.20ppm以下
①

イ
．
貯
留
施
設
の
整
備
（
機

能
拡
大
）
＋
ウ
．
効
果
的
な
浚
渫

の
実
施

②

①
＋
ア
．
高
濃
度
酸
素

溶
解
水(1

0
0

m
3/

h
)

③

①
＋
ア
．
高
濃
度
酸
素

溶
解
水(2

0
0

m
3/

h
)

図 10 高濃度酸素水の規模別比較結果（悪臭）

※状況により変更することがあります。
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